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試験方法

(本論 文 ノ要 旨ハ第18同H本 結核病學會総 會 ノ席上報告 セ の
壽

内容 目次

試験 成績誼 二考察

成績概要

病 症蚊 二病型 トノ關係

性別及 ビ年 齢 トノ關係

『ツベル ク リソア レル ギーづ トノ關係

第五項 赤血球 沈降速 度 トノ關係

第六項 血液像 トノ關係

第七項 血塵 トノ關係

第入項 血糖量 トノ關係

第九項 臨躰上 ノ繹過 エ ヨル攣動

第四章 総 括

参 考刻 猷

第一章 緒 言

血 清 沃 度 酸 値 ハ1924年 古 武 教 授 ノ 下 二 於 テ故

亀近 野 氏 ニ ヨ リテ初 メ テ血 清 「ア ドレナ リ ン」檬

物 質 トシテ提 唱 セ ラ レ、 其 ノ後(勃杉 田 ノ研 究 ニ

ヨ リ該物 質 ハ決 シ テ軍 一 ナ ル物 質 二非 ズ シテ、

次 ノ如 キ三 様 物 質 ノ消 長 テ表 示 スル モ ノ トセ ラ

レタ リe(1)「 ア ド レナ リ ン」及 ビ 其 ノ 近 接 艦

(「プ レ ン ツ カテ ヒ ン」誘 導 龍/ゆ(2)一 定 ノ尿 成

分(尿 酸 、 「ク レ ア チthン 」等)e(3>一 定 ノ蛋 白

新 陳 代 謝 産 物(「 ペ プ トン」物 質 、 「ト リ プ トファ

ン」 。「オ キ シ フ ユニ ー ル 。ブ レ ンツ トラウ ベ ン」

酸)、 ソ ノ後 多藪 ノ 研 究 業 績 ヨ リス レバ該 値 ハ

蛋 白 中 間 代謝 殊 二 「チ ロ ジ 鞠 、「トリ プ トファ泊

及 ビ 「フユ"一 一2Yア ラニ ン」等 ノ生 理 的 重 大 ナ ル

意 義 テ有 ス ル有 核 「ア ミ ノJ酸 及 ビ之 ヨ リ奨 スル

中 間 代 謝 産 物 ノ含 量 ヲ指 示 シ、 而 モ含 水 炭 素 若

クハ 脂 肪 類 ニ ハ 颪接 關係 テ有 セズ、 ノ ミナ ラズ

尿 素 ノ如 キ蛋 白代 謝 産 物 ガ叉 關 係 ラ有 セ ズ、從

ヅ テ血 構 沃 度 酸 値 ハ明 カニ 蛋 白 ノ膿 内不 完 全燃

嶢 ノ程 度 テ トスル基 準 タ リ得 ル モ ノニ シテ之 二

依 リ テ 蛋 白新 陳 代謝 特 二 其 ノ 中 間 代 謝障 碍 ノ

「オ リエ ンチー ル ング」ノ検 索 二重 要 ナ ル指示 テ

與 フ ル モ ノナ リの

他 面 、 血 清 ノ ミニll刷.マラ ズ、(3)西 垣 ハ限 房 水 二

就 テ、({松 尾 ハ人 乳 二就 テ、{δ1山城 ハ 購 脊髄液 二

就 テ、㊨北 村 ハ 各種 細 菌 ノ培 養 液 二就 テ精 査 シ、

夫 々 本 法 ヲ用 ヒ、 興 味 ア ル實験 ヲ行 ヘ リ。

又 諸 物 質 ノ動 物 艦 二封 ス ル作 用 テ血 清 沃 度 酸値

ニ ヨ リテ窺 ハ ン ト シ タル モ ノニノ、ジ多藪 ノ業糸責ア

リ。(2杉田 ハ 白 米 餌 養 家 兎 ノ上 昇 セ ル同値 が ヴィ

タ ミ ンJB剤 投 與 ニ ヨ リテ著 明 二下 降 スル ラ認

メ、①溝 松 、杉 田等 ハ飢 餓 時 上 昇 セ ル該値 ハ 「ヴ4

タ ミ ン」B剤 ニ ヨ リテ減 少 セズ、葡 萄 糖及 ビ果 糖

サ 與 フル ニ 著 シ ク低 下 スル テ認 メ、 ③小 林 ハ 白

米 餌 養 動 物 ノ異 常 二上 昇 セ ル同値 ハ 「イ ン シュリ
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ン」ニ ヨ リ極 メ テ著 明 二下 降 スル テ實 誇 シ
、鋤西

垣 薄 ・ 市原 等 モ實 験 糖 尿 病 テ起 サ シメ タノレ犬

ノ該 値 ハ 「イ ン シ,、リ ンJ投與 ニ ヨ リ下 降 ス5云

ヒ・⑳ 岡 川 、 伊 藤 、 田 中 ハ果 糖 ガ健 常 動 物 ノ同

値 テ下 降 セ シム ル モ、 其 ノ程 度 ハ 極 メテ弱 シ ト

唱 シb鋤 行 岡 及 ビα2}山上 、西 壇 ハrレ ゾル チ ン」、

「フロ ロ グ 勘 チ ン」ガ家 兎該値 ヲ下 降 セ シ メ
、「オ

ル チ ン」ガ上 昇 セ シムル作 用 アル ヲ認 メ タ リ
。叉

㈹井 宮 ハ購 下垂 艦 後 葉 製飼 及 ビ 副交 感 神 経 毒 ヲ

用 ヒ、ng伊 藤 、 田 中 ハrピ ツ4ト リ ン」9用 ヒ、

飼 伊 藤 ハ 各種 植物 性 碑 経 毒 テ用 ヒ
、 燃 田 中 ハ諸

種 励 酔 剤 ラ用 ヒ、117寺 井 ハ磁 素 化 合 物 ヲ用 ヒ、

夫 々 同 値 二及 ボ ス影 響 ラ報 ジ種 々藥 物 墨方 面 ノ

關 係 二就 テ研 究 セ リ。 而 シテ ⑱力正藤 ハ嚢 二紀核

生 菌 ヲ海狸 二注 射 シ、其 ノ搬 清 蚊 二副 腎 中 ノrア

ドレナ リ ン」物 質 量 ノ測 定 テナ シ、⑱北 村 ノ、種 々

ナル感 染 及 ビ過 敏 症 二於 ケ ル實 験 家 兎 ノ同値 ラ

ツ[飯尾 ハ實験 的 狂 犬病 家 兎 二於 ケル 同値 テ観 察

シ、'?1中條 ハ肺 結 核 患 者 二就 テ、⑳ 癩 納 ハ 腸 「チ

フ 勾 患 者 二就 テ 夫 々重 症 者 ノ 同値 ノ上 昇 セ ル

テ認知 セ リ。 ⑳ 布 施 教 授 等 モ亦 紳経 系疾 患 二於

ケ ル中 間 新陳 代 謝 ナ ル論 文 中、 該 値 ニ モ論 及 セ

ラ レ タ リゆ

惟 フ轟血清沃度酸値 ノ上昇ハ禮内酸化機能低下

テ示 シ、血清内二於 ケル蛋白中聞新陳代謝産物

ノ俘遊量 ノ増加ヲ意味 スルモノナル可 ク、蛋白

代謝異常 テ常ユ招來ス ト思ハル ・肺結核患者二

就テ該値 ノ清長孝観 ルハ 窟二興味 アル事ナ レ

ド、僅 ヵ二申條 ノ報告以外、余寡聞未ダ之二接

シタル事 ナシ.鉱 二於 テハ余ハ肺結核患者 ノ該

値 二就 テ検索 テ行 ヒ、殊 二諸種臨林的所見 トノ

相關的調査 ヲナシ,聯 力此 ノ方面 ノ知見二補遺

セント企圖 セリ.

第二章 試験方法

被 検 者 ハ 主 トシ テ今 村 内科 入院 患 者 デ選 ビ、 探

血 ハ 凡 テ叢 食 前 叉 ハ午 鋒 ノ室 腹 時 二行 ヒ、 特 二

食 餌 、服 藥 等 ノ影 響 テ考 慮 シ タ ルハ勿 論 ナ リ。

血 清 沃 度 酸値 似 下沃 酸値 ト略構 スル云 アル可

シ)ハ 西 垣 氏 同値 測 定慶 法 ニ ヨ リ、 血 液0.5耗

中 二存 ス ル血 清 ノ ソ蜘 定 規 沃 度 酸 加 里液 消 費 量

幌)ヲ 以 テ表 示 シ、之 二用 フ ル試 藥 蛇 二其 ノ調製

ハ絃 テ西 垣 氏 法 ニ テ登 表 セ ラ し タル所 ナ リ
。 但

シ近 野 氏 「ア ド レナ リ ンj物 質黙 滴 定量 法 ニ ヨル

該 値 二比 シ、 西 垣 氏 攣 法 ニ ヨル該 値 ノ多少 低 値

ラ指 示 ス ルハ 西 垣 氏 攣 法 二於 テハ、 既 二 同氏 ノ

報 告 セ ル如 ク血 液0.5姥 中 二存 ス ル血 清 ノ沃 度

酸 値 ナ ル ニ、近 野 氏 法 ニ ヨル モ ノハx血 溝0.5蝿

ノ沃 度酸 清 費量 ナ ル づ トヲ思 ヒ合 スニ、 其 ノ低

値 ナ ルハ寧 ロ當 然 ト云 フベ シ、 其 ノ他 血糖 量 ハ

ハ ー ゲ ドル ン ・エ ンセ ン氏 微 量 定 量 法 二從 ヒ、

赤 沈Sツ 」反 鷹 、血 厭等 二 關 シテハ夫 々前 報 ニ テ

銑述 セ シ如 シ.肺 結 核 ノ分 類 二就 テハ 職 今村 教

授 ノ同分 類 二倣 ピ タ リ。 其 ノ大 要 次 ノ如 シ。

}

肺結核 ノ分類1輕 症 、申等症}重 症
～ … 　～

撫 殖 劃 糠 以下
一

一…-一 {一 一

生葉華し鄭 上

蟻合(圭鍛) 同 同 同

急 性 滲 出 型
小浸潤 浸潤大

叉 ハ多
小葉性
肺 炎

小早期
浸 潤

大早期
浸 潤

大葉性
肺 炎

播 種 型 一葉緬灘 肇 鍍

第三章 試験成績蝕二考案

第 一 項 成績 概 要

先 ヅ健 康 者 二於 ケ ル沃 酸 値 ヲ知 ラ ン トシ、 余 ハ

多 藪測 定 セル ニ0.125～O.135デ 示 セ ル モ ノ最

モ 多 ク(最 高O.155、 最 低0.N⑪ 〉、 之 テ健 常 域 ト

ナ シ、 其 ノ李 均 値 ノ・O.130ナ リ.且 各 個 入 ノ生

理 的 動 揺 ハ 僅 少 一・・eシテ0.020～O.010前 後 ノ モ
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ノ多 キ テ縄 験 セ"。 而 シテ此 ノ償 ハ西 垣 ノ報 告

二略 気近似 セ リ.

扱 テ肺結 核 患 者112名 二就 テ、其 ノ成績 ハ0.151

～O.170最 モ 多 ク47名 、42㍗ ナ リ.総 李 均 値 ハ

O.160ニ シテ健 康 者 同 李 均 値 二比 シs23%ノ 上

昇 テ認 メ タ リ。而 シテ余 ハO.136～O.150テ 輕 度

上 昇 、O.151～0.170テ 中等 度上 昇、0.171～0.199

テ強 度上 昇、O.200以 上 テ最 強 度 上 昇 ト假 定 セ

リ奪 即 チ全 被 検 者 ノ該 値 ハ第1表 ノ如 シ、 爾 ホ

最 高0.211、 最 低0。122ナ リキ。

第1表 肺結核 患者 二就 テ ノ無清沃 度酸値 ノ範園

第 二 項 病 症 拉 二病 型 トノ關 係

第2表 ノ如 ク、輕 症 者32名 李均O.146、 中症 者

41名 李均O.155、 重 症 者39名 李 均0.170aシ テ

其 ノ健 鴬 値0.130二 封 ズ ル上 昇率 ハ夫 々12～15

%、18～20%28～30%ト 病 機 ノ進 展 二俘 ヒ増

加 セ リ。 殊 二 〇.200V⊥ 上 テ示 シタル モ ノ ノ豫 後

ハ 凡 テ悪 ク、二最強 上 昇例4名 ハ死 亡 シ タリ
。一 般

第2表 病 症 ト血清沃 度酸値 トノ關係

二輕度上昇者二比 シ、強度上昇者 ノ病症不良ナ

ル事 多シ.病 型 トノ關係 ヲ第3表=一 就テ卒均的

轟観ル∴播種型主滲出型ハ増殖型二比 シ、該値

ノ高キ傾向アルテ認知 セリの但 シ表 ノ急性滲墨

型9名 中早期浸潤例5名 、肺炎型4名 ニ シテ後

者ハ前者二比 シ蓬 カニ高値ナ リ.

第3表 病型 ト血清沃度 酸値 トノ關係

病 型騰聲 瀧鰍 野
肺門結彬及 ビ
肺門淋巴腺結核

10 0,151 16.1

増殖型 鰻 性) 14 0,150 15.0

主 塘 殖 型 36 0,156 20.0

主 滲 出 剥35 0,168 29.2
馬}

急 性 滲 出 型 、9 0,162 24.6
卜一 欄一 一 「

播 種 型8 0,170 30.5
型

ト1

計 、112 0,160, 23

中條 ハ 肺結 核 患 者 ノ該 値 ハ病 症 ノ増 悪 二件 ヒ、

上 昇 シ、 コ ノ上 昇 ハ血 駆 ノ下 降 ト略 叫 桁 スル

モ、 病 竈 ノ廣 狭 及 ビ熱 型 トハ直 接 二關 係 ナ シ ト

セ ル モ、 余 ハ 李 均 的 二観 テ、 或 程度 病 型 トノ關

係 デ認 メ得 タ リ。

第 三 項 性 別 及 ビ 年齢 トワ關係

全 被 検 者112名 中 男 子51名 、 女 子61名 二就 テ

観 察 ス ル ニ、 男 女 間 ユ大 差 ナ ク、 一 般 二性 別 ノ

關係 テ認知 シ得 ズ。

次 二 略 丸病 症 ノ 相 等 シキ 者 二就 テ 年 齢 別 ヨ リ

観 一 般 二高 年 者 ノ該 値 ノ・魅 年 者 ノ其 レニ比 シ、

梢 之高 キ事 多 キ傾 向 ア リ タル モ、 概 シテー 定 ノ

關 係 テ認 メズ ト云 フ可 キ ナ リ.

第 四項 「ツ ペ ル ク リ ン・ア レル

ギ ーJト ノ關 係

今 村 教 授 ハ 嚢 二結 核 ド ヅ ベ ル ク リ ン・ア レル ギ

ー」二關 シ詳 細 二報 告 セ ラ レ、叉教 室 ノ黄 楊 モ肺

結 核 ノ豫 後 トノ 關 係 二 就 テ 報 告 セ リ。 一般 二

「ツ」反 慮 ノ陽 性 度 テ以 テ、 其 ノ豫 後 ヲ糊 定 スル

ハ 困難 ナ ル モ陽 性 「アネ ル ギ ー」時 ハ豫 後良 好 ニ

シテ、 陰 性 「ア ネル ギー 」時 ハ不 良 ナ ルハ認 メ ラ

ル慮 ナ リ.

「ヅ」反 慮 ト沃 酸 値 ノ關 係 ラ観 ル ニ「ツ」反慮 陽性

度 ノ檜 加 ト該 値 ノ上 昇 バ ー致 セ ズ、 同 一 ノ「ツ」

反 鷹 陽性 度 ニ テ モ重 症 者 程 高 キ事多 シ。 特 二重

症 者 二於 テ、rツ 」反 鷹 陰 性 或 ハ 疑陽 性 ニ テ高値

テ示 セ ル モ ノ多 キ モ、 稀 二正 常 域 以 下 ノ低 値 ナ

ル モ ノテ認 メ タル ハ興 味 ア リ トスベ ク、 即 チ カ

カル者 ハ陰 性 「アネ ルギ ・一」叉 ハ之 二近 キ者 ナ ル

ペ シ。 か ル重 症 者 ニ ミル沃 醐 直 ノ異 常ワ 下 降
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第4表 「ツ ベ ル ク リ ンア レル ギ ー」レ

血 清 沃 度 酸 値 トノ關 係

病 症 輕 症i中 等 症!重
　

　 　 ド　がいハ　　 　 　

轡 醗 蕎_直1諭 革蝋
度噸 鷹＼{

±

『+

喜

…柵
森

O.140

0.144

0.150

…皇 璽z

__、.皇 ・156LLL艇 逡
610.160

計 。」壼61

10。145、
…

0.150

.11L
60.15510

1180
.1521

5

O.170A

O.180

0.166

120。175

0.16012

言十 〇.146320.15541{0.170

但 シ皮 内反懸 ハ1:10.000A.T、48時 間判 定

二 關 シテ ・・筒 ホ充 分 チ ル説 明 ハ困 難 ナ ルモ、 恐

ラ ク ・・個 罷 ノ物 質 代謝 二封 スル機能 不 全 叉 へ疲

癒 トモ推 察 サ レ、 給 モ重 症 者 二於 ケル異 常高 血

糖 、或 ハ異常 赤沈 等 ト同様 ナ ル理 ナ ラ ン乎.

第 五 項 赤 血 球 沈降 速 度 ト ノ關係

赤 沈 ハ結 核 二特 異 ナ ル反 鷹 二非 ラザ レモ、 肺結

核 ノ診 断 及 ビ豫 後拉 二終 過 考察 上鋏 ク可 ヵ ラザ

ル ハ周 知 ノ事 實 ニ シテ、 之 二關 スル文 獣 ハ枚 塞

二逞 ナ キ状 態 ナIvモ 、 赤 沈或 ハ「ツ」反 鷹 ト沃 酸

値 二關 ス ル報 告 ハ他 二之 チ認 メザ ル ガ如 シ.今

雨 者 ノ關係 ヲ按 ズ ル ニー部 ノ重 症 者 チ除 キ、 赤

沈 中等 値 ノ増 加 ト該 値 ノ上 昇 トハ ー般 二李 行 ス

ル モ ノ ノ如 ク、殊 二重 症 者 ニ テ中等 値51以 上 ヲ

示 ス者 二該値 ノ強 度 上 昇 者 多 シ。 而 シ テ略 く同

一 ノ赤沈 値 ヲ示 ス者 ニ テモ重 症 者 程 、 其 メ沃 酸

値 高 シ。

第5表 赤血球沈 降速 度 ト血清沃度酸億 トノ關係

第 六 項 血液 像 ト ノ關係

肺 結 核 患 者 ノ血 液 像 二就 キ テ ハ 多藪 ノ報 告 ア リ

テジ 般 二 其 病 攣 ガ輕 症 ナ 凝 ノニ於 テ ノ腱

康 者 ト著 礎 ナ キ モ、 病 機 ノ進 展 ト共 二、 赤 血 球

敷 及 ビ血 色 素 量 ノ滅 少 、白 〆皿球 敏 ノ増加 テ來 シ、

亦 白1血球 種 別 ・相 互 的 關 係 二於 テモ病 勢 ノ増 悪

二俘 ヒ、 中 性 多核 白 血球 ノ増 加 蚊 調鑑其 ノ核 左 方

推 移 噌 帆 淋 巴球 及 ビ 「エ オ ジ ン."誓好 牲 細 胞

ノ滅 少 等 ・招 來 シ、 患 者 ノ経 過 、 豫 後 推 定 上 重

要事 ナ リ.然 レ共 肺 結 核 患 者 ノ血 液 像 ト沃 酸 値

二關 ス業績 へ 余 ノ表 ダ知 ラザ ル 所 ニ シテ、 之

テ観 察 スル事 、 第6表A、B、C、D、E、Fノ 如

シ継

第6表A赤 血球轍 ト血清沃度酸値 ト關係

第6表B白 血球蹴 ト血清沃度酸値 トノ關係

一 一 　

…

病 症 輕 症
… 一 一 ¶一 …

譜 聯=
1-10 0,135 3

11-20 0,140 6

21-30

31--50

0,145

0,150

10

8

51以 上
io」48

5

計10.14創 32

中等端 ㌔ 壷
と

卒均値患者数不均値患者骸雫均硫患者籔

/l
0。148i40。1881

0.152、80.1963

塑)-29.工 野6i
O.1581010.165コ0

0.160g隊i7バ20

・.・55rτ「 竃1引639

第8表C血 色素 量 ト血清 沃度酸硫 塾關係

蝉 幸里 患概 名・/理麩醐

瀬 、ll繍
5⑪ 一59

60-一 ・69
　 　 　　 　　　

70一 ヱ9

11一 噸『174

踵789

18

281
-一 一

10

曾f}以上

計

8

80

0.164

0.160

0.140

⑪.144

0.162
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第6表D中 性多核 白血球%籔 ト

血清沃度酸値 トノ關 係

同核左方推 移%轍 ト血清沃度酸櫨 トノ關係

%撒 患綴 名謡 均騒 灘

..⑳ 以 下7

ユ1-2028

21-3026

31以 上10

計71

..∫14嬬

0.155
熱

0.158

0.177

0.158

第6表E淋 巴球 露轍 ト血 清沃 度酸値 トノ關係

%

ヱ5以 下

16-25

26-35

36以 ヒ

計

籔i患 者籔 ご名)

9

12

39
ndii

…つ ゴ

第6表Fヂ エ オジン」嗜好性細胞%轍 ト

血清沃度酸値 トノ關係

赤血球数 トノ關係(A>

李均的二赤血球藪 ノ多キ モ ノ ハ該値比較的低

久 赤廊球敷 ノ減少 ト該値上昇ハ相伴 フ傾向ニ

アリ。殊二重症者 …テ赤血球藪400萬 以下 ノ者

ニへ 該値強度上昇者多 シ
。

白血球藪 トノ關係(B>

白血球藪 ノ1丘常域 テ示 ス者二輕度上昇者多 ク、

白血球籔 ノ檜加 ト該値上昇ハ李均的二4三行 スル

モ ノノ如 シ。 殊と 白血球籔10,000ヲ 越 ユル重

症 者 二該 値 ノ彊 度 上 昇 セ ルモ ノ多 シ。

血 色素 量 トノ閣 係(C、

血 色 素 量勘 ナ キ者 ハ 該 値 高 久 多 キ時 ハ該 値低

キ傾 向 ア リ.叉 同 一一ノ血 色 素 量 二於 テ モ
、 重 症

者 程 其 ノ沃 醐 直高 キ傾 向 ヲ示 シ、 特 二重 症 者 ニ

テ其 ノ血 色 素 量59噴.S・ 以 下 ノ者ca比 較 的 強 度

上 昇 者 多 シ.

以 上A、B、Cヲ 穂 据 スル ニ沃 酸 値 ノ上 昇ノ、李 均

的 二観 テ、 赤 血球 薮 ノ滅 少、 白血 球 藪 ノ増 カロ、

血 色素 量 ノ滅 少 ト牛 行 的 關 係 ニ ア ル テ認 メ タ リ

ト難 モ、 個 々 ノ場 合 相 當 ノ攣 動 ア リ。 又 病 症 其

ノ他種 々ナ ル因子 ニ ヨ リ、 動揺 ス ル ヲ以 テ、 必

ズ シモー 定 ノ關 係 ア リ トハ直 チニ断 定 シ得 ザ ル

ベ シ。

白血球種別 トノ瀾係tD、E、F)

李均的 工観 テ、申性多核 白血球%藪 ノ多 キ者、

同核左方推移%籔 ノ多キ者及 ビ淋巴球%藪 ノ少

ナキ者二、比較的彊度上昇者多キ傾向 アルモ、

価々 ノ場合又相反 スル事 アリテ直 チニ特殊 ノ關

係 アリ ト云 フ能ハズ。「エオニン」嗜好姓細胞%

数叉ハ大箪核細胞及 ビ移行型細胞%藪 トノ關係

等二就テモ術ホ不定ナリ窃

要之、肺結核患者ニテ、其 ノ血液像 ト沃酸値 ノ

聞ニノ・必 ズ ー定 ノ閣係 アリト無論漸定 シ得ザル

モ、或程度上記 ノ如 キ相關關係 テ認メ得 タリト

云 フラ得ベシ。

第七項 血堅 トノ關係

肺結核患者二於 テ血,駆ト諸種臨躰的所見 トノ相

互關係 轟就 キテハ、(鋤小倉、⑳鈴木、(28・川島、

鋤林等多敷 ノ報告 アリテ概 シテ健康入二比 シ低

下 シ、且病勢 ノ進行 ト共二下降 スルハ認 メラル

慮ナ リ.申 條 ハ肺結核患者 ノ血歴 ト沃酸直二就

キ言及 シタルモ、他二之轟關スル業績ハ蓋 シ類

紗ナ シ。

余ハ第7表 二示 ス如 ク、雨者 ノ關係ヲ病症別二

詳細二観察 セリ。即チ李均的二、各症共 二、沃

酸値 ノ上昇 ト血歴 低下ハ略 く相伴 フ如 ク、重症

者ニテ該値張度上昇者 ノ血厘ハ異常 二低キ事 ラ

屡 ㌃認 メ得 タリ。而 シテー般二略 く同血歴者二
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第7表 血駆 ト血清沃度酸値 トノ關係(調 査 人員101名)

症 輕
。__」

症 ・ 中 等
.」

}

症 重 症

騰血均

、
、
把

下以

、
沃
僚

議
…25

＼、

清

酸

o

・}f均血腿 患者蹴 滞 均 血脈 患者数 李均 血睡 患者轍

0.126-0.13ξ ～

116-684

1!5-728 120-67

117-12

5・

0.136岬 一〇.150120-7013

110-68511265

1108 …65

22

0.151-O.170

0.171-O.199

13

110-701

105-661

5

一
15

6100-6412

0.2000以_ヒ 。

計 尺 員 … 一 一1諏o… 　

96-563

36 35

第8表 血糖 ト血清沃度酸櫨 トノ關係(調 査人員84名 ジ

㍉㎎/%」.

一 一一 一一

血浦沃 度

備 竜 酸襯 猛 齢 …識 蓋
…

F

病 症 輕 症 中 等 症 重 症
1　 　 一 一 一 『

雫均沃 患者轍患者職
度醐直

…

60以 下[
一 一

…}0
・172i2[0・178

一}一 『

2

61…7(》
一一 … 卿_一 ㎜緬 　

一__一{ 毒

1
O。150110,166 410.17ポ

柵 …

3
榊

71-80
-　 一

。、15331。.、561 90,168 8
一

81-一一90 0・150-OlO」55 111。.17。 4
_一 一 ～-

91--100
　一 暫へ皿～一一 　

101-410

⑪,145 11 0,150
へ

0,1451

310・17・ 4
一一

〇,144 1 10,182 4
一

　

111以 上

一　皿『

0.1803
一_一一一 一 一

計 入 撒

}{一 『

}

1--1-
l/

1

__-

2630}28

テ モ重 症 者 提 該値 上 昇 度 ノ

高 キ傾 向 チ認知 セ リ。

第 八 項 血 糖 量 トノ關 係

肺 結 核 患 者 ノ室 腹 時血糖 量

轟就 テ ハ 甲論 乙 議 互 二相 駁

スル状 態 ナ ル モ、 余 ハ嚢 ニ

ー 部 重症 者 ヲ除 キ
、 病 攣 ノ

矯 悪 二俘 ヒ、低 下 スル傾 向

アル ヲ報 ジ タ リ.斯 ク病 攣

ノ進 行 二俘 ヒ、 血 糖 量 ハ降

下 シ、沃 酸値 ノ・上 昇 ス ル雨

者 ノ關 係 テ第8表 ノ如 クi

病 症 別 二観 察 シ タルニ 、比

較 的興 味 ア ル 成 績 ヲ 得 タ

馬 蓋 シ之 二關 スル報 告 ハ

余 ノ未 ダ知 ラザ ル庭 ナ リ。

即 チ略 く相 等 シキ血 糖 値 テ

示 ス者 ニ テ モ重症 者程 、 其

ノ沃 酸 値 バー 般 二高 キ傾 向

ア リテ、 爾 者 ノ測 定 ハ患 者

ノ臨 林 所 見 ノー ツ ト シテ或

程 度 便 ズ事 アルベ シ。 但 シ

重 症 者 ノ中 二、 コ ノ關 係 ト

第9表 臨抹上 ノ郷過 ト血清沃度酸値 ノ攣動 トノ關係

病 症1輕 症1中 等 症2重 症1¶　一 …w……一_一 一 一一 へ 一

＼ 奪 緬 撫 昇不 籔 降上 躰
、 ㌦

渦_: 、 、

攣下 降1上
r

……㎜

昇1磯 瞬 計
郭

__二_

良 好2 4/811 …
3 31{1

§

123
一一 一 一一一 卜

不 憂11 211113 12{2 1
}

2 .17

塘 悪11 1・i引
r一一一}-

3131

3

6

615… 面 唱一 竃rト へ
華

僻 一一一一}四一惚 一1

220

60

一
・4

計 ]19コ5
9

　

、20 20120

相 反 ス ・レ部 チ相 常 ノ低 血 構 、 叉 ハ高 血 糖 者 ニ シ

テ、 其 ノ沃 酸値 叉 強 度上 昇 セ ルモ ノア リ.叉 時

二異 常 二下 降 セ ルモ ノア リテー致 セザ ル事 テ経

験 ス。 か 堵 ハ特 二死 期 近 キ重 篤 者 二 多 ク観

ラ レ、 其 ノ豫 後 不 良 ノ徴 ナ ル 〈・シ。 蒲 レ共 繭 者

ノ閣係 ハ必 ズ シモ恒 久的 ノモ ノニ 非 ズ シテ、種

々ナ ル原 因 轟 ヨ リ、 欄 々 ・場 合種 々攣 動 アルハ

勿論 ナルベ シ。

第九項 臨撚上 ノ経過ニヨル璽動

各患者 ノ臨林上 ノ経過 ヲ観察 シヅ ・2同 乃至敷

同二亙 リテ沃酸埴 ノ動揺 華考察セ レニ、第9表

二示 ス如 ク、一般二良好ナル経過ヲ辿ル者二該

値 ノ下降 ノ傾向ヲ示 ス場合多 ク、檜悪叉ハ不良

ノ徴 アル者ニハ該値 ノ盆 く上昇二向 フ場合屡 胤
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終 験 セ リ.カ ・ル故 二適 時 該 値 ノ測 定 ヲ行 フノ・ 臨 林 上 、 相 當 意 義 アル モ ノ ト思 惟 セ ラル。

第四章 総 括

余 ノ・112名 ノ肺 結 核 患 者 ノ血 清沃 度 酸 値 ト他 ノ

諸 種 臨黙 的 所 見 ト ノ相 關 關 係 轟就 キ、 考察 スル

事 以 下 ノ如 シ.肺 結 核 患 者 ノ血 溝 沃 度 酸値 二 關

シ、 斯 ク比 較 的 多撒 ノ症 例 二就 キ、 而 モ 多 ク ノ

他 ノ所 見 トノ相 關 關 係 テ調 査 セ,レ業績 ハ蓋 シ類

欝 ナ カ ラ ン乎.

(1)肺 結 核 患 者 ノ 該 値 ハ李 均 値0,160倖 毛)一・・シ

テ、 健 康 者 同 李均 値0.130二 比 シ、高 ク20～30

%ノ 上 昇傘 ラ常 トセ リ。

(2♪ 肺 結 核 患 κ ノ該 値 ハ病 症 ノ進 展 轟俘 ヒ、 一

般 二上 昇 スル傾 向 ア リ。 殊 二重 症 者 轟 テ、 健 常

値 一=一比 シ、30%以 上 ノ上 昇傘 テ示 セ ル者 テ認 メ

タル事 屡 ζナ リ。 但 シ稀 三重 篤 者 ニ テ相 當 二低

値 ヲ示 シ 効 ・者 モ ア リ。

(3>肺 結 核 患 者 轟 テ、 其 ノX線 像 ガ増 殖 型 ヨ リ

滲 出 型 二傾 ク轟從 ヒ、 該値 バ ー般 二上 昇 セ ル者

多 シ.

(4)肺 結 核 患 者 ノ該 値 卜性 別 、 年 齢 別 ノ特 種 ノ

關 係 ハ認 メ難 シ。

(5)肺 結 核 患 者 ニ テ同 一 ノ「ツ」反 鷹 陽 性 度 ニ テ

モ、 重 症者 程 該値 高 ク、 殊 二陰 性 「ア ネル ギ ー」

叉 ハ之 二近 キ 者 ノ 該 値 ハ 彊 度 上 昇 スル事 多 キ

モ、 稀 二正 常 域 以 下 ノ低 値 ナ ル モ ノア リテ、 一

般 一…「ツ」反 慮 陽性 度 ノ増 加 ト該 値 ノ上 昇 ハ… 致

セ ザ ル 事多 シ。

(6)肺 結 核 患 者 ノ赤 沈 中 等値 ノ壇 加 ・=・從 ヒ、該

値 ハ上 昇 ラ來 ス傾 向 ア リ。 且 略 く同一 ノ赤沈 値

テ示 ス者 ニ テ モ、 重 症 者 程 該値 ノ高 キ事 多 シ。

ぐ7)肺 結 核 患 者 ユ テ不 均 的 二観 テ、 其 ノ赤血 球

撒 ノ減 少 、 自血 球 薮 ノ檜 加 、 血 色 素 量 ノ減 少 ト

該 値 ノ上 昇 ノ間 二夫 々或 程 度 李 行 的 關係 ノ アル

ヲ認 知 セ リ。 又 白 血 球 像 ニ テモ、 該 値 ノ上 昇 ト

淋 巴球 及 ビ「ヱ オ ジ ン」嗜 好 姓 細 胞 ノ減 少、 拉 二

中性 多核 白血 球 及 ビ同核 左 方 推 移 ノ檜 加 トノ或

程r隻相 關 關{系 ヲ窺 矢nセ リe

(8/肺 結 核 患 者 ノ血 駆 ノ下 降 ト該 値 イ上 昇 バ ー

般 二相 作 フ傾 向 ヲ有 シ、殊 二該 値 強 度 上 昇者 ノ

血 腿 ハ特 二低 キ事 多 シ.且 略 支同 血 駆 者 ニ テ モ

重 症 者 程 該 値 高 キ傾 向 ア リ。

(9)肺 結 核 患 者 ノ室 腹 時 血 糖 景 ノ下 降 ト該 値 ノ

上 昇 パ ー 部 重症 者 ヲ除 キ、 大 観 的 二李 行 關 係 テ

示 セ リ。 而 シテ特 二低 血糖 又 ハ 高 血 糖 ニ シテ該

値 強 度 上 昇 テ示 セ ル者(稀 二下 降 テ示 ズ)ハ 、 多

クハ 死期 近 キ重 篤 者 ニ ア リテ其 ノ豫 後 不 良 ノ徴

ナ ルベ シ。

(10)肺 結 核 患 者 … テー 般 二良 好 ナ ル経 過 テ池 ル
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 wurde, waren keine Schwankungen  wahrnehmbar. Durch einen mehrfachen  kiinstlichen 
Pneumothorax konnte jedoch in den Lungen eine Zunahme des  Jodsaure-Kaltewertes 
festgestellt werden. (Autoreferat.) 

 Ober den  Jodsaurewert des Blutserums bei  Lungentuberkulosen, 
         unter  besonderer  Berucksichtigung des Blutzuckergehaltes. 

                                    Von 

                            Hyoichiro  Ikeuchi. 

      (Aus der III. Med.  Klinik der  Kaiserlichen  Universiteit zu Osaka  und  dem  Takeo-Institut 
 fur Tuberkulose-Forschung,  Direktor: Prof. Dr. A.  Inzamura.) 

    Bei 112  LungentuberkulOsen habe ich den  Jodsdurewert des Blutserums mit ander 
eren klinisehen  Befunden-ROntgenbild der Brust, Tuberkulin-Allergie, Blutsenkungsgesch-

                                                                                                                                                  - windigkeit, Blutdruck, Blutbild, Blutzuckergehalt,  u. s. w. beobachtet, dass als  Erfolg 
des unnormalen Eiweissumsatzes, der  Jodsaurewert des Blutserums meistens ansteigt in 
Beziehung zu der Fortschreitung der Krankheit,  und zwar durchschnittlich 0.160 cc, also 

 20-30%,  hOcher als normale Wert. Zudem ist  noch zu  erwahnen, dass bei Verschlimme-
rung der Lungentuberkulose der Blutzuckergehalt abnimmt, der  Jodsaurewert des Blut-
serums dagegen aber zunimmt. In ganz schweren Fallen waren, jedoch  Ofter diese 

 Verdnderungen nicht  festzustellen.  (Autoreferat.) 

 Ober den  Blutzuckergehalt  und  Jodsaurewert des  Blutserums  bei von 
 Schilddrusen-Schwellung begleiteten  und nicht begleiteten aktiven 

            Tuberkulose. Nebst einer Klinischen Beobachtung 
 fiber leichtes chronisches Fieber. 

                                    Von 

                            Hyoichiro Ikeuchi. 
      (Aus der III. Med.  Klinik der  Kaiserlichen  Univeisitdt zu Osaka  und  dem  Takeo-Institut 

 Air  Tuberkulose-Forschung,  Direktor:  Prof. Dr. A.  Irnamura.) 

   Mit anderen klinischen Befunden habe ich bei 98 Kranken mit  Schilddriisen-Schwel-
lung—ohne typische symptome Basedowiseher Krankheit--den Blutzuckergehalt  und den 

 Jodsaurwert des  Blutserums untersucht. 
    1. Trotz des  Fehlen der aktiven Tuberkulose oder anderen Krankheit wurde bei 

einige  Kranken eine von leichtes Fieber begleitete leichte Struma beobachtet . 
    2. Die  Schilddrilsen-Schwellung tritt ohne oder auch mit  Lungentuberkulose  vor-

nehmlich in der  Pubertats-  und Jugendzeit auf ,  und zwar beim weiblichen Geschlecht 
 haufiger als beim  mannlichen. Es gibt  verhaltnismassig wenig  solche Kranke , bei denen 

eine Hyperfunktion der  Schilddriise  (Struma parenchymatosa) zu erkennen  ist , jedoch 
war bei einer Anzahl Struma simplex wahrzunehmen.




